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　令和6年度に入学された医学科第一学年95名の皆さん、医学科第二学年・編入生6

名の皆さん、看護学科第一学年60名の皆さん、ご入学本当におめでとうございます。

開学以来、本学からの卒業生は、医学科で4,876名、看護学科では1,619名となり、

合計で6,495名の有為な人材が育っています。卒業生は、さまざまな医療の現場で日

夜患者さんのために尽力しています。また研究者として大学やその他の研究機関で研究

に取り組む卒業生や行政機関において人々の健康を守る仕事に従事する卒業生も多くい

ます。さらに活動拠点も日本だけでなく、世界各国の大学や研究所、そして世界保健機

関（WHO）などにも拡がっています。これまで本学の卒業生は各界から高い評価を受

けてきました。皆さんも先輩と肩を並べ、追い越すつもりで、医学・医療、そして看護

学に貢献されることを願っています。 

 

　2019年末から続いたコロナ禍の影響で皆さんのこれまでの勉学や学校生活にはかな

りの制限が加わったことと思います。本学でも感染蔓延期にはオンライン授業・実習、

分散登校の形をとらざるを得ませんでした。しかし、ようやく新型コロナウイルス感染

も収束に向かい、大学生活もほぼ正常化しました。大学生にとってかけがえのない同級

生や先輩、後輩たちとの交流や教員との直接的な対話が通常通り行えると思います。た

だ、感染はまだ完全には収束しておらず、皆さんも私たち教職員も感染防止に十分配慮

しなければいけません。大学側では皆さんにはマスク着用を求めませんし、自由に行動

していただいて結構ですが、大学に直結している大学病院は当面はできるだけ立ち入ら

ないようにしてください。もしやむを得ず病院に入る場合には必ずマスクを着用して

ください。今日から、皆さん学生も本学の構成員です。私たちには大学病院を受診し、

治療を受ける患者さんたちを守る大切な責任があることを認識していただきたいと思い

ます。 

 

　本学は1973年の11月5日に創設されました。昨年は本学にとって記念すべき50

周年に当たり、11月4日に50周年記念式典を挙行しました。看護学科は1996年に開

設されましたので、2026年には開設30周年を迎えます。本学は、当時の医師不足を

解消するために各地に創設された新設医科大学の中でも最初に誕生した大学の一つです。

私は1978年に入学した本学の第6期生で、ようやく医学科の全学年が揃ったという揺

籃期の本学で私たちは教育を受けました。教職員も学生もレベルの高い医科大学を作り

旭 川 医 科 大 学

学　長　西　川　祐　司

入学おめでとうございます
―令和6年度入学式式辞より
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上げようと何事にも情熱をもって取り組みましたし、仲間意識も強かったと思います。

私はそのような環境で学生生活を送り、その後大学院で病理学を学び、留学するまで助

手として教育、研究、病理診断に携わりました。このような貴重な経験ができたことを

今でも誇りにしています。建学当時の精神は現在も本学の根幹に息づいており、学長と

して、本学を日本でも有数のレベルの高い医科大学にしなければいけないと思っていま

す。本学は学生を大切にし、学生を第一に考える大学であり、本学の教育目標は、入学

した学生全員が自由な雰囲気の中でそれぞれの個性と才能を伸ばし、どこで仕事しよう

とも信頼され、一目置かれる人材を育成することです。 

 

　皆さんは医学、看護学を修めることを志しました。これらは人の命を扱う学問であり、

習得するためにはかなりのハードルを越えなければなりません。これまでに蓄積されて

きた膨大な医学、看護学の知識を学ぶ必要があり、医学科、看護学科のほとんどの科目

は必修になっています。医学部卒業レベルに達するまでには相当な量の勉学や習練を要

するのは当然であり、皆さんにはこれから受講する講義や実習には真剣に取り組んで欲

しいと思っています。本学では定期試験を受けるためには講義の3分の2以上に出席す

ることが条件となっているのですが、これは講義の3分の1は休んでもかまわないとい

うことでは決してありません。医学部における勉学はそのような甘いものではないこと

を入学したこの日に銘記してください。本学の教員は毎回真摯に講義、実習に臨んでく

れるはずです。私は本学の学生にも毎回、真剣勝負で勉学するよう強く要請します。 

 

　そもそもなぜ学生時代に真剣に勉学しなければならないのでしょうか？もちろん、皆

さんは本学を卒業して医師、看護師の国家試験に合格しなければなりませんが、これは

当たり前のことです。なぜ真剣に勉学しなければならないのか、の答えはその先にあり

ます。それは生涯にわたり、自ら学修する素養と習慣を身に付けるためなのです。医学、

看護学は日々急速な進歩を遂げており、皆さんが大学で学んだ知識のかなりの部分はす

ぐに陳腐化し、通用しなくなっていきます。皆さんには医学、看護学を学ぶ上で、その

先に無限に拡がっている未知の世界を考えるようにして欲しいのです。難しいこと、わ

からない部分、不完全な部分を少しずつでも解き明かしていくことが私たちの務めです。

そのためには、医学、看護学、生命科学に関わってきた人たちによる不断の努力の積み

重ねにより作り上げられた現在の学問体系を修得する必要があります。学問の基礎と現

時点における最新知見を学び、自ら考えるトレーニングを経て初めて次のステップに踏

み出すことができ、既存の学問体系を乗り越えることができるのだと思います。 

 

　少し想像力を働かせれば、皆さん自身が医師になり、看護職者となって、実際に現場

で働くと、答えがすぐには見つからない問題、まだ解明されていない問題に遭遇するこ

とはお分かりかと思います。皆さんに求められているのは、自分自身の中に問題を考え

る意欲や能力が備わっているかどうかであり、大学とはまさにそのような意欲と能力を
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開発する場なのです。これらの本質にあるのは「研究する心」であり、これは研究者と

して生きる場合だけでなく、臨床の現場で働く場合でも、レベルの高い医療人を目指す

ならば欠かせないものです。本学に入学した優秀な頭脳に恵まれた皆さんには是非とも

医学、看護学の領域を新しく切り開く人材に育っていただき、我々を乗り越え、将来の

本学を担っていただかなければいけません。 

 

　研究者として真実を追い求めていくと、時に真理を明らかにした喜びを感じることが

あり、実際これはかけがいのないものであり、研究者の生きがいでありますが、すぐに

次の疑問が沸いてきて自分自身の理解が足りないことが自覚されます。「研究する心」

は「科学する心」と言い換えることができるかと思います。「科学する心」は戦前に活

躍された日本の電気生理学の草分けである偉大な生理学者、橋田邦彦先生が使われた言

葉で、「固定した科学を科学する（動かす）ことによって自己の行とし、これを物心一

如な人間の働き（心）としてとらえてゆくこと」とされています。科学を行とすること

で私たちは必然的に謙虚になるはずですし、これは人間愛の根源となると思います。研

究心を持つことは人のために尽くすべき医師、看護師の絶対に必要な条件であると考え

ていただきたいのです。 

 

　以上の通り、研究心は欠かすことのできないものですが、科学、医学、看護学は人間

の知の一部に過ぎないことも事実です。学生時代に多くのことに興味を持ち、学内外の

人々と人間的なお付き合いをし、さまざまな経験を積んでください。私は自分自身の経

験から、身近にいて講義や実習でお世話になる先達としての先生方にいろいろ質問した

り、話し合ったりすることをお勧めします。本学の先生方は研究者としてそれぞれのテ

ーマに向き合い、解明しようと日々悩みながら努力を続けています。先生方は皆さんが

真剣に向き合えば、けっして権威ぶることはなく、皆さんを仲間として扱ってくれるは

ずです。せっかく本学に入学したのですから、あらゆる機会をとらえて、是非先生方か

ら他では得がたい「生きた教育」を受けて欲しいと思います。学生と先生はいずれも本

学の構成員であり、対等の人間です。そして皆さんは共に学ぶ同級生と友情を育み、お

互いに切磋琢磨するとともに、先輩、後輩とも広く、深く交流してください。良き人間

関係を築く上では、目と目を合わせてきちんと挨拶をすること、お互いに尊重し合い、

礼儀を尽すことが大切であることは言うまでもありません。本学に集う多種多様な人々

との間で行われる人間修養が皆さんにとって将来にわたる財産となり、豊かな教養とな

っていくことを期待しています。また、本学では国際交流活動を積極的に支援していま

すので、海外での研修などを体験し、見聞を広めて下さい。 

 

　皆さんの中には初めて旭川で生活する人も多いかと思いますが、旭川は自然に恵まれ

たすばらしい街です。私は旭川出身ではありませんが、この地を心から愛しています。

皆さんにはまず旭川をよく知っていただき、この街とここに暮らす人々を好きになって
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欲しいと思います。現在の日本では地方と都市の格差が広がっているように見えます。

医療職を目指す高校生の皆さんと話し合う機会をこれまで何度か持ちましたが、残念な

がら若い人たちにも強い都会志向が存在しており、保健・福祉・医療の面においても地

方は都会に較べて劣っており、可能であれば自分達は将来そのような地方で仕事をした

くないし、住むことも避けたいという意識があることを感じました。しかし、地方と都

会でそのような格差があるべきではなく、日本のどこに住んでいても適切な医療を受け

られるような体制を作る必要があります。これは医療の均霑化と言われていることです

が、私たちは常にこれを目指していかなければなりません。旭川も地方都市ですが、国

立大学病院としての本学病院は現在望みうる最高レベルの医療を提供し続ける責任と義

務があります。 

 

　本学は開学時から先端医療、先進医療とともに北海道、特に道北・道東地域の医療を

担うことを期待されてきました。しかし、現在私たちは、日本の中でも少子高齢化が最

も急速に進んでいるこの地域において、人的資源、財源の乏しい中で、いかにしてレベ

ルの高い医療を提供し、地域の医療体制を維持していくか、というきわめて難しい課題

に直面しています。この課題に対する解決策はまだ誰も見出せていませんが、私たちは

現在、「マルチタスク型地域医療医の育成」という新しいプロジェクトを、大学を挙げ

て進めています。このプロジェクトは、それぞれ専門領域を持ちながら、地域医療に必

要な総合診療、救急医療、僻地・離島医療、在宅医療の能力を併せ持つマルチタスク型

医師を各診療科の協力をもとに養成し、地域において、一定期間で交替しながら流動的

な形で活躍できるようにすること、そして本学として常に彼らを支援する体制を作るこ

とを目標としています。医師および看護職者それぞれが目指すキャリアパスを実現する

ため、アカデミアとしての大学のレベルを高め、随時、研究活動や高度技術の習得が可

能な環境を作ります。このプロジェクトが成功すれば近い将来の日本の医療危機を救う

ためのモデルケースになると思います。本学としては、このプロジェクトを最も重要な

ミッションかつ研究テーマに位置付けており、若い力と柔軟な思考力を持つ皆さんと協

働し、地域の皆様に安心して暮らせる医療基盤を提供したいと考えています。 

 

　入学したすべての皆さんが実りある学生生活を送ることができるよう私たち教職員は

全力を尽くします。6年後もしくは4年後に、皆さんには、病気に悩み、苦しむ弱い立

場の方々の側に常に立ち、そのような人々に最高、最良の医療を提供できる心優しくて

頼りがいのある医師、看護師に育っていただくとともに、将来の医学、看護学の発展に

大きく貢献していただきたいと願っています。あらためてご入学おめでとうございます。

皆さんの今後の成長と発展を心から祈念しています。 
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令和６年度入学式を挙行しました

　令和6年4月5日（金）10時30分から本学体育館において、令和6年度入学式を挙行しました。

今年度は５年ぶりにご家族の皆様にも入学式にご参列いただくことができました。

　入学式では、新入生一人一人の名前が読み上げられ、医学科95名、医学科第2年次編入学6名、

看護学科60名が入学を許可されました。

　続いて、入学生を代表して医学科の学生から宣誓が行われ、西川祐司学長からの式辞では「本

学に集う多種多様な人々との間で行われる人間修養が皆さんにとって将来にわたる財産となり、

豊かな教養となっていくことを期待しています」と新入生に向けて激励の言葉が贈られました。

式辞（学長　西川 祐司）

入学式の様子

入学生代表宣誓
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　念願の旭川医科大学に入学
して大学生としての1か月が
経過しました。
　この1か月間で私が感じた
こと、これから大切にしたい
ことを自身へのアドバイスの
意味も兼ねて下記に記載いた
します。

①心身ともに健康であること－当たり前ですが
6年間の膨大な勉強をこなし医師になるため
の基礎を確立するためには健康であることが
必要です。将来は人の生命と健康を守るプロ
フェッショナルになるわけですから、まずは
自身の健康について自己管理を徹底していき
たいと思います。そのために心身の健康を保
つための食事、睡眠に気を配った（なるべく）
規則正しい生活と運動を大切にしていきたい
です。

②謙虚さと積極性－6年間、同期の人たちと苦
楽を共にして学び、お互いを支えあっていく
という、ある意味での覚悟が必要になってき
ます。「無事卒業して医師になること」は私を

含むすべての学生の皆さんの最重要ミッショ
ンですが、完遂するためには先輩や先生方と
も良好な関係を築きご指導いただけるように
なることも不可欠です。自分にとって大切な
仲間、先輩、先生方であることを常に忘れず、
謙虚さを持ちつつも積極的に過ごしていきた
いです。

③人間として成長すること－同期や先輩方と接
すると皆さんが博識多才であることや学生と
して意識が高いこと、それでいて人としての
優しさやリーダーシップを兼ね備えている点
に感動します。このような人間的成長を遂げ
ることができる絶好の機会をいただいたこと
について感謝の心を忘れず、自分もこれから
内面を磨き、後進に対して胸を張れるような
人間になりたいと思います。

④楽しむこと－上記のとおり果たすべきミッショ
ンやタスク等色々ありますが、やはり楽しむ
ことも同じくらい大切です。人生でこれだけ
自由な時間が与えられる機会は二度と来ない
と思いますので旭医生活を存分に楽しんで過
ごしていきます。

旭川医科大学に入学して

医学科第1学年　井　上　真　知

　旭川医科大学に入学して、
早くも1 ヶ月が経過しまし
た。今年は５年ぶりに新入生
歓迎会が行われ、緊張してい
た大学生活も楽しく迎えるこ
とができとても嬉しく思いま
す。私は中高一貫校出身であ
まり変わらない環境の中で過

ごしてきましたが、大学に入学し本州出身の人
とも出会いました。全く異なる環境で育ってき
た人々と話すことは新鮮でとても楽しく、毎日
刺激を受けています。
　私は国際医療人特別選抜枠という枠で入学し
ました。この枠で入学した学生は、色々なセミ
ナーに参加する機会を頂いたり、月に1度の医
療英語に関する講義をして頂いたりします。そ
して、私は早速第1回の講義に参加しました。
アメリカの医師国家試験に関することや世界各
国への留学について学びました。大学1年生の
うちから将来の医師像を考える機会を頂けたこ
とに感謝し非常に興味を持ったと同時に、私自
身の情報量、英語力が不足していることを思い

知らされました。英語は海外留学や海外で働く
のに必要なスキルであることはもちろん、日本
国内で働く上でも大切です。北海道は日本を代
表する観光地であり、様々な国から多種多様な
観光客が訪れます。日本語でのコミュニケー
ションが困難な外国人の方々と英語でコミュニ
ケーションが取れることは診察する上でも患者
さんの精神的にも非常に重要だと思います。学
校生活6年間を通じて医療英語を自発的に学び、
座学だけでなくコミュニケーション力の強化も
目標にどんな場所でも活躍できる医師になりた
いです。
　大学生になり、私は新しく雪艇倶楽部に入部
しカヌーを始めました。今まで経験したことは
ありませんでしたが、自然の中美しい景色に
囲まれてスポーツをできる点が非常に魅力的で、
学校生活がより充実したものとなっています。
　6年間という長い学校生活では、楽しいこと
も辛いことも経験することとなると思います。
経験する全てのことに真剣に向き合い、将来立
派な医師になれるよう日々努力していきたいと
思います。

旭川医科大学に入学して

医学科第1学年　渋　谷　花鈴音



令和6年5月31日第195号

― 8 ―

　旭川医科大学に入学して早
くも1か月が過ぎて、私も旭
川医科大学生であるというこ
とに実感がわいてきました。
1年生では基礎教養科目が多
いですが、高校の授業とは違
い医療にまつわるお話も聞く
ことができて、医師を目指す

ものとしてはとても興味深いと感じます。2年
生からは解剖実習など、本格的に医学を学ぶ機
会が増えてくるのでとても楽しみにしています。
　私は北海道音更町出身で、一年浪人し入学し
ました。入学する前は年齢の壁について少し不
安に思うところもありましたが、全くの杞憂で、
入ってみれば様々な年齢の人がいて、年齢に関
係なく医学の道を志し、同じ大学生として共に
学べる場所がありました。そんな仲間と切磋琢
磨し、どんな大きな壁も乗り越えていきたいで
す。そしてまだ話したことのない人も多くいる
ので、様々な人と交流出来たらと思います。ま
た、先輩方は本当に優しく、わからないことや

心配なことなど親身になって教えてくれました。
新たな環境の中、不安でいっぱいだった私は、
先輩や同期にとても救われました。
　旭川医科大学には多くの部活動があり、4月
の間は様々な部活体験に行きました。どの部活
も勉強との両立を大切にしながら、それぞれの
活動に励んでいるのがとても分かりました。私
は軟式テニス部に入部しましたが、もちろん勉
学にも精一杯励みながら、部活動を通して大学
生活を充実したものにしたいです。
　まだ6年間という長い大学生活のスタート地
点で、わからないこととこれから起こることへ
の期待でいっぱいです。私はこれからの大学生
活で学内、学外問わず多くの人と出会い、様々
な考え方や価値観を学んでいきたいと思ってい
ます。また大学生になればできることも増える
ので、6年間を無駄にしないよう大学生でしか
できない経験を数多くしていきたいです。そう
して医師としても一人の人間としても立派な人
に成長していきたいと思います。

旭川医科大学に入学して

医学科第1学年　吉　岡　朱　音

　年を重ねるにつれ時間の進
む感覚は速くなっていく一方
ですが、2024年の4月は振
り返る暇もない速度で過ぎて
いきました。
　私は一度、4年制の大学を
卒業し、社会人としての経験
を積んだ後に、旭川医科大
学医学部医学科2年次に国際

医療人枠で編入しました。生まれ育った東京都
を離れ、旭山動物園以外に足を踏み入れたこと
のない旭川への移住は、エキサイティングその
ものです。引っ越した3月末には雪がところど
ころ残っていて、4月の上旬頃までは降雪もあ
り、雪が降ると全交通が麻痺する地に住んでい
た者にとっては異世界でした。と思えば凄まじ
い勢いで気温が上がり、いつの間にかほとんど
の雪が解け、その変化の速さには驚かされます。
昨年の二次試験で訪れた夏の暑さを思い出すと、
今から冷や汗が止まりません。
　そして、私にとって6年ぶりの大学生活、そ

れも医学部での学びは新たな挑戦の連続です。
授業初日の前日に公開された講義スライドを恐
る恐る確認すると、そのボリュームと密度に息
を呑みました。学習事項が多い科目や、アタマ
で考えるだけではうまくいかない実習科目など、
医学部での学びの深さは、経済学と情報科学を
学んだ私には日々新鮮です。また、今年の編入
生は6名で、異なるバックグラウンドをもつ者
同士お互いに刺激を受けつつ、一般生の皆さん
との交流も徐々に増えてきました。一般生の皆
さんからは親切に接してもらっており、これか
ら実習や課外活動等を通して仲を深めていけた
らと思っています。
　まだ始まったばかりではありますが、医学と
いう深遠な学問に没頭することができるこの環
境は文字通り「有難い」もので、この機会を頂
けたことに心から感謝しております。目の前の
講義や実習に対して真摯に取り組む一方で、医
学・医療に対する視野を国内外にかかわらず広
げ、より良い医療貢献ができるよう日々思索し
行動していきたいです。

旭川医科大学に入学して

医学科第2学年　小　川　雅　泰
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　私は社会人から長かった受
験勉強を経て、ついに今年の
春念願の旭川医科大学に編入
することが出来ました。待ち
に待った入学式、同じ志をも
った仲間との出会い、医学部
の授業など全てが新鮮さと感
動に包まれた一か月でした。
授業ではどの先生たちから

も熱心に教えて頂き、わからない所は授業中や
授業終わりに丁寧に教えて頂き旭川医科大学に
入学出来て本当に良かったと思いました。また、
慣れない学生生活も同期や先輩に沢山助けられ、
学生生活を乗り越えていくためには環境や仲間
がとても重要であると感じました。夢へのスター
トラインに立った今、私がこの貴重な学生生活
で大切にしていきたいことが3つあります。
　一つ目は、「地域医療に貢献するいい医師に
なる」ということです。膨大な知識量や苦手な
科目でわからなかったり、勉強することが嫌に
なったり、勉強以外のことで落ち込んだり、や
る気がなくなったりすることもあります。しか
し、そんな時に私が必ず思い出すことがありま
す。それは、単に「医師になるため」ではなく

「地域医療に貢献するいい医師に絶対になる」
ということです。この一本筋を通し忘れなけれ
ば、勉強や勉強以外の悩みがあった時に自分の
目指す所がぶれないのでより強く前に進んでい
けると感じています。
　二つ目は、「沢山失敗して恥をかく」という
ことです。本当に失敗できなくなってくるのは
医師免許を取得した時であり、成長するための
貴重な材料である失敗をすること、恥をかくこ
とを恐れず、大いに成長していきたいと思って
います。
　三つ目は、「人との繋がりを大切にする」と
いうことです。出会った人々を大切に、どんな
人からも学び一緒に成長していきたいと思って
います。
　以上のことは、将来私がいい医師になるため
の礎になると確信しています。医師になりたい
と思った原点を忘れず、そして旭川医科大学で
学べる喜びと感謝を胸に、旭川医科大学の信念
である、北海道の地域格差をなくし、どこに住
んでいても患者さんが平等に医療を受けられる
ようにする為には自分には何が出来るのかを
日々考えながら学生生活を送っていく決意です。

旭川医科大学に入学して

医学科第2学年　佐　藤　千　文

　旭川医科大学に入学して約
1か月が経ち、高校とは違う
環境のなかで様々なことを経
験することができました。憧
れを抱いた大学で、4年間を
共にする仲間とそれぞれの夢
に向かって日々励んでいます。
　看護男子として周りとうま
くやっていけるか、高校とは

全く違うシステムへの対応など不安な気持ちが
ありましたが、想像以上に充実した大学生活を
送っていると思います。今年も各部活で新入生
歓迎会が行われ、先輩方との交流や同期同士の
仲も深めることができました。先輩の皆さんは
優しく、気さくに話しかけてくださりチームで
立てた目標に向かって日々努力を重ねています。
　大学生となり、高校生よりもできることが増
える分、気が緩む瞬間もありますが、看護師と
いう夢に向かって学生の本分である勉学に励ん
でいます。高校と大学の違いとして大学には主
体性が必要だと思います。高校での授業では板
書をノートに写していた受動的な授業から、大

学では事前学習を行い、講義内容を聞いて理解
する能動的な授業へと変わっています。授業は
すでについていくのに必死で事前に配付された
資料で予習を行い、一つの講義に対して多くの
ことを吸収できるように毎日、授業内容を理解
するのに一苦労です。しかし、看護師という大
きな目標に向けて、これから様々な困難や不安
もありますが、将来の夢である職業に就くため
に希望に満ちています。
　これから目標である看護師に必要な知識や技
術はもちろん、今日の社会の出来事や問題など
様々なことを常に勉強しながら、日々成長しな
ければなりません。何事も学び続けることは患
者さんに看護を提供していく中で非常に重要で
あると同時に自分の理想としている看護師像に
少しでも近づくための方法としてこの大学生活
で特に意識していきたいです。
　高齢社会が深刻化していく中で、地域に住む方
が安心して過ごせるような医療提供ができる医
療従事者を目指して仲間と共に大学生としての
自覚を持ち、精進していきたいと考えています。

旭川医科大学に入学して

看護学科第1学年　柿　崎　　　塁
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　旭川医科大学に入学して、
1 ヶ月が経ちました。今年は
コロナ禍では行われていなか
った新歓パーティーが復活し
ました。そこで、たくさんの
部活があることを知れ、先輩
達と話せたことで大学生活の
話を聞くことができ、大きか

った不安を軽くなった状態で学校生活をスター
トさせることができました。
　最初は、授業の受け方で初めてのことばかり
で戸惑うことも多かったです。高校とは違い、
教科書や講義資料は事前に自分で用意しなけれ
ばならず、受け身ではついて行けないことを実
感しました。そして、入ってくる情報が多いの
で、周りと確認し合うことや先輩方に相談して
アドバイスを貰うことは、負担を少なくし楽し
む時間を作るために大切だと思いました。まだ、
進むのが早い講義について行くのに慣れないこ
ともありますが、試行錯誤を続けて自分にあっ
た授業の受け方を見つけていきたいです。

　また、部活動が想像以上に盛んであるという
印象を受けました。種類が多く、どれも楽しそ
うで魅力的でした。医療系の部活があることや、
自由参加の部活も多く兼部しやすいことも大学
らしいと思いました。私は、新しい挑戦として
合唱部に入部しました。分からないことが多い
ですが、いろんな先輩が気にかけてくれ、優し
く教えてくれるのでなんとかついて行くことが
できています。普段は関わる機会が無い他学年
や医学科の交流の場所にもなり、いろいろな人
と話すことができます。それぞれ違う話ができ
新しい発見があるので面白いです。
　大学では、絶対一人で勉強してはいけないと
言われます。量が多く、一人でやりきるのは困
難だからです。今まで勉強は一人ですることが
多かったので、これからは周りと協力し合って
計画的に頑張っていきたいです。協力し合うこ
とは看護職になったときにも必要なので、積極
的に人と関わっていきたいです。さらに大学生
は社会人の一歩手前なので自分の行動に責任を
持って充実した日々を送っていきたいです。

旭川医科大学に入学して

看護学科第１学年　原　　　埜乃佳

　私は約１か月前に旭川医科
大学に入学しました。入学当
初、連絡事項が紙に書かれて
配付されるという高校のシス
テムが当たり前だと思ってい
たため、大学のシステムには
ついていけないこともありま
した。各授業の連絡や授業資

料を頻繁に確認する必要があったり、用事があ
れば自分で教授にメールをしたりと、自力で行
動することを求められる場面が多くあります。
まだまだ未熟なため、この大学で看護学だけで
なく、大人としてのマナーと自己管理能力を身
に付けていきたいと考えています。
　自立が求められること以外に高校と大学では、
自由度が大きく異なります。高校では授業の始
まりと終わりにチャイムが鳴り、決まった時間
を教室で過ごさなければなりません。しかし大
学では、授業が早く終われば教室を出て、どこ
へでも行けます。
　その自由さのおかげで、友人と飲食店に行っ
たり、図書館で勉強したり、バイトに行ったりと

とても充実した日々を送っています。
　私の現在の目標は二つあります。一つ目は部
活で、先輩方のように優しくてすぐに行動でき
るマネージャ―になることです。入学して、先
輩方のコミュニケーション力と気遣いのすごさ
にとても驚きました。憧れが大きく、自分も先
輩方の良さを受け継ぎたいです。二つ目は、計
画的に学習することです。看護師として働く際、
数多くのタスクをこなす必要があります。授業
でさまざまな課題が出されていますが、将来に
役立てるために、優先順位をしっかりと決め、
計画的に勉強に取り組む力を育んでいきたいと
考えています。
　現在少子高齢化で認知症者数が増加していて、
将来看護師として認知症の方と関わる機会が多
くなると考えます。私には入学前から、認知症
看護認定看護師として認知症の方とその家族が
幸せに暮らせるようにするという目標がありま
す。目標を達成するために、学習に専念できる
環境が整っているこの大学で4年間精一杯の努
力をしていきます。

旭川医科大学に入学して

看護学科第1学年　平　野　綾　音
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　このたび、2024年（令和6年）3月1日付で、旭川医科大学心理学の教授を拝命いた

しました。一般教育学科目「心理学」は、1973年の本学設置と同時に開講され、岩淵

次郎初代教授によって教室の基盤が築かれました。その後、1999年に高橋雅治教授が

二代目教授として就任され、医学部における心理学教育の一層の充実に尽力されました。

伝統ある旭川医科大学心理学の教授を拝命しましたことは、私にとって身に余る光栄で

あり、同時にその責務の重さに身の引き締まる思いです。

　私は京都の出身ですが大学進学に際して地元を離れ、茨城県つくば市で大学・大学院

時代を過ごしました。その当時は北海道に特別な縁はなく、旭川についてもほとんど知

らないままでした。ところが、大学時代の友人が卒業後、改めて医師を目指すために旭

川医科大学に入学することになり、彼に会うために旭川を訪れる機会がありました。そ

れが私の旭川との馴れ初めです。初めての旭川では空の広さに感動した記憶があります。

その後、不思議なご縁で高橋雅治先生にお声がけいただき、旭川医科大学心理学教室に

教務職員として着任することとなりました。友人を訪れた時には、まさか旭川医科大学

に在籍することになろうとは思ってもいませんでした。以来、二十年以上に亘って旭川

医科大学にお世話になっております。教育・研究のなにもかもが分からないところから

スタートした、未熟な私を支えて下さった高橋雅治先生をはじめ、旭川医科大学の皆様

には感謝の言葉もありません。旭川医科大学は私にとっては第二の母校のような存在で

あり、大学の更なる発展に貢献できるよう、微力ではございますが尽力していく所存です。

　ところで、近年の医学部教育においては「行動科学」が重要な学習分野として取り上

げられています。「心理学」と「行動科学」はどのような関係にあるのでしょうか？

行動科学はbehavioral sciencesと複数形で記述されるように、ヒトや動物の行動の

仕組みを幅広い枠組みで捉えるための学際的分野です。辞書的に言えば、行動科学は、

心理学をはじめとして、社会学、文化人類学、精神医学、教育学、言語学、認知神経科

学、さらには政治学や経済学などの諸科学を含む大家族のようなものです。このように、

行動科学本来の指す内容は極めて多様ですが、医学部においては「行動医学」と置き換

えると理解がしやすいかと思われます。人が健康な生活を送るためには、生物学的側面

だけではなく「毎日の習慣＝行動」が大きな役割を果たします。我々の行動は、遺伝的

教授就任のご挨拶

一 般 教 育  心 理 学

　教  授　池　上　将　永
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特性、経験、環境、文化によって形作られており、行動を理解するためにはこれらそれ

ぞれからの視点が必要になります。心理学や発達心理学の授業・実習では、人の行動の

根底にある心理過程や発達過程を学んでもらい、自分自身の成り立ちや、ひいては将来

出会う患者さんの行動を幅広い観点で捉えられるようになってもらいたいと考えていま

す。心理学で学んだことが、行動医学の基盤となって後年役立つことを願っております。

　研究に関しては神経発達症、特に注意欠如・多動症（ADHD）の行動特性を対象と

しています。小児科の先生方に多大なご協力を頂きながら、ADHDの診断補助に応用

できる認知・行動検査を作成する研究を行っております。私は、ADHDに関わる行動

特性の中でも特に衝動性（待てない傾向）に注目しています。今すぐ手に入る小さな報

酬と将来手に入る大きな報酬を比べたとき、将来の報酬の主観的価値が大きく割り引か

れてしまうと、未来が待てなくなってしまいます。このような傾向は、今すぐの刺激・

報酬を求める嗜癖行動にも関連していると考えられています。未来を信じて今の行動を

制御するということは、誰にとっても難しいことです。特に現代は目の前をたくさんの

刺激が飛び交い、未来についてじっくり考える時間が少なくなっていると感じます。学

生の皆さんには、今を楽しむと同時に未来に思いを馳せる時間をたくさん持っていただ

きたいと思います。

　最後になりますが、これまで支えていただいた旭川医科大学の諸先生方、事務職員の

皆様には改めて感謝申し上げます。今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう、何卒よろし

くお願い申し上げます。
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　この度、2024年3月1日付で化学教授を拝命いたしました。化学教室は新しい体制

となりましたので、医学科1年生をはじめとする医学部の基礎教育や大学運営により一

層取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

　まずは簡単に自己紹介させていただきます。出身は安平町（市町村合併前は早来町）

です。苫小牧市の北に位置しています。地元の中学校を卒業後、国立苫小牧工業高等専

門学校の工業化学科で化学教育を5年間受けた後、北海道大学工学部応用物理学科に編

入学、学部卒業、修士課程と博士課程に進み、博士（工学）を取得しました。その後、

京都大学大学院理学研究科で博士研究員（ポスドク）、北海道大学電子科学研究所で助

教を経て、2012年9月1日に旭川医科大学一般教育化学教室に准教授として着任いた

しました。北大在学中は一人でよく大雪山を登っておりまして、旭川は憧れの地でした。

憧れの地で教育と研究に携わることができ、大変光栄です。

　研究では医学と共通するテーマ（生体と生命現象に関するもの）に化学と物理学の立

場から取り組んでいます。これまで取り組んだ研究テーマとしては、（MRIの原理とな

っている）核磁気共鳴（NMR）を用いたポリペプチド鎖の高次構造変化測定（学部4

年生）、銅酸化物高温超伝導体の電子物性（修士課程と博士課程）、単一高分子鎖の高次

構造転移（京大ポスドク）や、エネルギーと物質の出入りのある環境での構造形成やパ

ターン形成（京大ポスドク）、北大～現在はフラクタル、柔らかい表面の濡れ・摩擦・

付着です。いずれも医学と密接に関係したテーマです。学内での研究に貢献したいと考

えております。

　本学での教育について簡単に説明させていただきます。化学教室は、医学科1年生の

自然科学入門（化学系）、基礎化学（通年）、基礎化学実習（後期）、初年次セミナー（前

期必修科目で講義サポートとして関与）、看護学科1年生の看護化学（前期選択必修科

目）、医学科1年生と看護学科1年生の後期選択科目の科学論文の読み方書き方（講義

を分担）、医学科4年生の医学研究特論を担当しています。以下に基礎化学と基礎化学

実習での取り組みについて簡単に説明させていただきます。

　基礎化学では、原子の世界、分子の世界、有機化合物の構造と性質、分光学、分子集

団の現象、自由エネルギー、化学平衡、膜電位、化学反応、酸化・還元、生体分子・高

教授就任のご挨拶

一 般 教 育  化 学

　教  授　眞　山　博　幸
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分子・生体高分子といった内容を連続的につなげて教えています。以前の基礎化学はい

わゆる“教養科目”であるとして教えられていた時期もあったように聞いておりますが、

2012年10月に着任した先代の秋田谷教授以降、化学教室では基礎化学は医学とつな

がっている“実学”であることを強く意識し、講義中に医学とのつながりをできるだけ

提示しながら教えるよう心掛けています。また、各学生の理解や学生自身の気づきにつ

なげられるよう、講義資料等（練習問題、模範解答、問題解説含む）を作り込みながら色々

と模索しています。化学教室に対して過去のイメージをお持ちの先生方が多いかと思い

ますが、現在の化学教室は全く違う状況にあるものと自負しています。その一方、コロ

ナ禍以降は質問に来る学生が激減しており、学生の質の変化も感じています。

　基礎化学実習では実習内容の説明だけでなく、安全教育も行っています。具体的には

白衣の正しい着用方法、正しい服装（頭髪から履物まで）、実験器具や測定装置の正し

い使用方法、危険な試薬をこぼしたときの対応方法、実験終了後の薬品の廃棄の仕方、

実験器具や測定装置の片付け方等などです。動画を使いながら説明するなど工夫してい

ます。また、コロナ禍前の実施方法（4名で協力して実習する）から、学生一人ひとり

が実習を行うスタイルに変更しました。その結果、学生はしっかりと一人で実習を行い、

教員も各学生へ丁寧に指導を行うとともに、各学生の実習態度を詳細に把握できるよう

になりました。実習態度には座学では垣間見ることができない学生の個性が反映されま

すので、今後、上の学年での学生指導に必要な基本的情報になると考えています。

　大学外では地域貢献として放送大学（講師）、わくわくサイエンス（展示）、スーパー

サイエンスハイスクール（研究指導）に携わっています。また、近隣の教育機関や研究

機関の先生方とも研究交流しておりまして、共同研究へと発展させたいと考えています。

今後、地域貢献により一層貢献してまいります。

　私と室﨑講師の2名で化学教室を運営しておりますが、これもひとえに旭川医科大学

の諸先生方や事務職員の皆様に支えられているおかげです。この場を借りまして心より

御礼申し上げます。今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいた

します。
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　この度、令和6年（2024年）3月1日付で、看護学講座の教授として拝命致しました、

小田嶋裕輝（おだじまゆうき）と申します。当講座は看護学に関わる12領域より構成

され、私は成人看護学の領域教授です。

　旭川医科大学は医学部を有する日本最北端の国立大学であり、道東・道北に居住され

る道民の皆様の、医療における最後の砦としての機能を果たすべき立地にあります。大

雪山を背景に織りなす四季折々の景色は、この立地の自然環境が如何に恵まれているか

を教えてくれます。また、大学と廊下でつながっている旭川医科大学病院では、道東・

道北を中心とする、様々な患者様と医療職が出会う場であり活気に満ちています。

　旭川医科大学は道北・道東の地域医療に貢献すべく昭和48年（1973年）に設立さ

れました。令和5年（2023年）に開学50周年を迎えました。また、その歴史の中で

開設された看護学科は2026年（令和８年）には30周年を迎えようとしています。

　“道北・道東の地域医療の質の維持・向上を如何にして図るか”。これが旭川医科大学

に突き付けられた大きな課題だと思います。今の世界は、AI、IoT、ビッグデータとい

った用語に代表される第4次産業革命の只中にあります。これまで物理的な距離の問題

によって不可能であったことが、可能になりつつあります。この時代性の中で、旭川医

科大学のプレゼンスをどのように発揮していくのかが問われています。

　道民の皆様の関心を、道東・道北の医療の拠点としての旭川医科大学に、より一層向

けていただくには、国立大学法人としての覚悟が必要です。具体的には、①歴史を背負

う覚悟、②現状に甘んじない覚悟、③未来を担う覚悟、です。

　一つ目の歴史を背負う覚悟は、北海道の真ん中である旭川市に立地するという地の利

から、道東・道北の医療のハブとしての役割を歴史的に負っているという使命を一層自

覚することです。一般に人口の多いところには自ずと人が集まり、文化が集積すること

から、道央や道南は様々な医療機関が医療のハブとしての役割を発揮しやすい状況にあ

ります。しかし、道東・道北は広域にわたり人口が大きく分散しています。本学は分散

した医療ニーズを集約できる立地にあることから、道民の皆様は、道東・道北の医療は

当大学が最終責任を負うことを期待しているはずです。今まで以上に地域に根ざした大

学としての活動を認知されるように努めていく必要があります。

教授就任のご挨拶

看 護 学 講 座

　教  授　小田嶋　裕　輝
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　二つ目の現状に甘んじない覚悟は、日本最北端の医学部を有する国立大学法人として

成長し続ける覚悟です。医師と看護師は車の両輪と言われ、両者が相まって初めて患者

への良質な医療を展開することができます。医学研究と看護学研究も同様の関係にあり

ます。道東・道北の道民の皆様の生活の質向上に向けて、研究成果の、医療現場や教育

現場への還元を不断に果たすことで、地域医療の活性化に貢献する必要があります。

　三つ目の未来を担う覚悟についてです。旭川医科大学は未来を切り開く良質な人材を

輩出し続ける使命があります。地域住民の方々の、現在の、そして、これからの保健や

医療のニーズに応える人材を輩出するために何が必要なのかを議論し、実践していく必

要があります。そのことによって旭川医科大学の法人格がより優れたものとして成長し

ていくと確信いたします。

　看護職は、援助の対象の生命力の消耗を最小にするよう生活過程を整えることを通し

て、その内部環境を整えることを専門とする職種です。歴史的にはフローレンス・ナイ

チンゲールが看護学の学問的地位確立に向けた礎となり、大学教育の中に位置づけられ

るまでの発展をなしてきております。

　特に、旭川医科大学における看護学講座は医学部における一大講座として位置付けら

れ、今後の看護学の学問的な発展を担うために必要な、物的・人的資源に極めて恵まれ

ています。

　私は、この看護学講座の一員として、時代の要請に応えられる人材育成に努めて参り

ます。また、その人材が次の旭川医科大学の発展の担い手となるような仕組みを探求し、

提案させていただきます。

　看護学講座へのご指導・ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
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　この度、2024年4月1日付で旭川医科大学生物学教室の教授を拝命いたしました

日下部博一と申します。私は北海道芦別市で生まれ、高等学校まではオホーツク地域で

育ちました。大学院時代は、青森県の弘前大学で生物学（哺乳動物の系統分類学）を専

攻し、野生のネズミ（齧歯類と食虫類）の採集と染色体研究に没頭する日々を過ごして

おりました。研究バックグラウンドが「哺乳類の細胞遺伝学」である私にとりまして、

旭川医科大学の生物学教室の教授に就任させていただきましたことは身に余る光栄です。

これまでご指導いただきました先達の先生ならびに関係者の皆様に、この場をお借りし

て厚く御礼申し上げます。

　生物学教室では、1973年の開学当初から一貫して哺乳類配偶子をテーマとした研究

が継続されています。私が初めて生物学教室を訪問したのは今から30年前です。当時

の生物学教室は、ヒト精子の染色体解析法において世界屈指の技術をもつラボとして関

連分野の中で高く評価されていました。私はその技術を習うために、当時勤めていた食

品薬品安全センター秦野研究所から1週間程度の研修期間で生物学教室に派遣されまし

た。初代教授の美甘和哉先生は既に退職されていましたので、私が直接お世話になった

のは二代目教授の上口勇次郎先生と、後の三代目教授である立野裕幸先生でした。その

研修の後、美甘先生が秦野研究所に来所されたことがあり、その時に私は美甘先生から

直々に技術的なご指導をいただいた記憶があります。若く未熟だった私は「直立不動の

緊張感」に襲われ、その時何を指導されたのか今でもあまり思い出すことができません。

そのような私でしたが、1999年に米国ハワイ大学生殖発生学の柳町隆造先生の研究室

に留学する幸運に恵まれました。当時、私はまだ秦野研究所の職員でしたが、生殖生物

学分野で世界的に有名な柳町研究室への留学に私を推挙してくれたのは上口先生と立野

先生でした。ハワイでの私の仕事は、凍結乾燥精子の染色体異常誘発を抑制する方法を

探索することでしたが、幸いなことに2年以内に一定の研究成果を得ることができまし

た。私が現在もこの頃と同じ研究テーマを継続している理由は、当時の研究成果がまだ

不完全であることを自覚しているからです。あるいは、当時の成功体験をもう一度味わ

いたいからかもしれません。そのようなわけで、私は教授に就任した今でも、自らの手

を使って実験を行う「実験者」でありたいと強く思っています（若いスタッフに迷惑の

教授就任のご挨拶

一 般 教 育  生 物 学

　教  授　日下部　博　一
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かからないように気をつけます）。

　教育と研究は両輪であるとよく言われますが、この言説は特に一般教育部門に属する

当研究室のスタッフにとって開学当初から変わらない職務遂行上の方針でもあります。

そして、初代教授が「医学部なのだから生物学教室の研究テーマは哺乳類を扱わなけれ

ばならない」と申されたことを、先代教授から伝え聞いております。現在でも生物学上

の知見の多くは確定しておらず覆される可能性があり、もちろん「ヒトの生物学」も例

外ではありません。従いまして、哺乳類を研究テーマにすることは、アップデートされ

た最新バージョンの「ヒトの生物学」を学生に提供しやすくするために大きく役立って

いると言えます。

　一般教育部門に属する生物学教室の最も大事な仕事は、医学部入学初年度の学生に対

する広い意味での「入門教育」だと思っています。その入門教育の内容には、各学生が

自分に合った学修方法を確立するように促したり、実習・講義科目の受講態度の指導で

あったり、参考書や科学論文の選び方・読み方の提案などを含みます。今後も引き続き、

生物学教室の敷居は低くして学生が訪問しやすい雰囲気を保ちながら、学生とのコミュ

ニケーションを大事にすることを心がけます。そして教育センターや各部門の先生の御

意見を伺いながら教育業務に邁進していく所存ですので、何卒よろしくお願い申し上げ

ます。
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　この度、令和6年4月1日付で、旭川医科大学看護学講座専門基礎医学領域の教授を

拝命いたしました平　義樹と申します。当講座当領域は看護学科設置後間もない平成

10年4月に形態機能学領域の初代教授として岩元純先生が、病態学領域の初代教授と

して木村昭治先生が就任され開設されました。平成21年岩元教授のご逝去により形態

機能学領域は現在に至るまで教授不在の時期が続いて参りましたが、令和6年度より両

領域が専門基礎医学領域として統合され、新たなスタートを切ることとなりました。こ

のような節目の時期に領域の長を任されることは身に余る光栄でありますとともに、こ

れまでより大きな責務を負うことに対して身の引き締まる思いであります。

　私は旭川出身です。本学の旭川出身者の多くがそうであるように、旭川東高等学校を

卒業し9期生として本学に入学いたしました。当時はまだ1期生も卒後3年目を迎える

時期であり、新設大学の雰囲気が色濃く漂う時期でありました。そのためか学生と教員、

職員との距離も近く良き師、良き友に恵まれた学生生活を送ることができました。卒業

後は、当時中学校の先輩にあたる２期生の相田一郎先生が解剖学第二講座で助手を務め

られていたのがご縁で、学生時代から講座に出入りをしており、基礎医学に多いに興味

がありましたのでこの講座にお世話になることに決めました。当初は大学院を考えてい

たのですが、相田先生が退職し助手の席が急遽空くことになり助手として採用され私の

教育・研究生活がスタートしました。当時、解剖学第二講座は松嶋少二教授が主催して

おり、教育では骨学、組織学及び神経解剖学を担当しており、また研究では松果体の機

能形態学を精力的に行なっておりました。計量形態学が主な研究手法となっておりまし

たので、来る日も来る日も電子顕微鏡で写真を撮影し、細胞内小器官の大きさを計測

することを繰り返しておりました。平成12年に松嶋教授から渡部剛教授に代替わりし、

それに伴い私の研究対象も松果体から視床下部へ、視床下部から神経細胞のゴルジ装置

へと変わっていきました。現在は生後発達過程にある神経細胞でのゴルジ装置の構造解

析を行なっております。

　教育と研究の他に社会貢献として高大連携事業がライフワークとなっております。市

内の高等学校と連携し、高校生を大学に招いて実験実習を行うことを平成16年度より

実施して参りました。一時は参加のべ人数が数百名に達する規模の事業となりましたが、

教授就任のご挨拶

看 護 学 講 座

　教  授　平　　　義　樹
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近年はコロナ禍の影響もあり一部の高校への出前講義のみとなっております。コロナ禍

も収まりつつありますので再び発展させていきたいと考えております。

　平成27年から縁あって看護学科で教鞭をとることとなりました。看護学科において

も解剖学と生理学の教育と研究及び高大連携事業を引き続き行い現在に至っております。

特に教育においては基礎医学を教育する立場として医学科の基礎医学講座との連携の重

要性を痛感する日々であります。医学系の科目の実施に医学科との連携は不可欠であり、

今後もこれまで以上に連携の強化を図っていく所存であります。

　看護学科にも10年近く席を置くことになりましたが、看護学科はこの10年でカリ

キュラムの改正に始まり、OSCEの導入や日本看護学教育評価機構（JABNE）による

看護学教育評価で適合を受けるなど大きな改革期に入っております。今後は看護教育モ

デル・コア・カリキュラムをベースとしたCBTの導入も考えられており、医学科と同

様な変革を迎えることは必至です。看護学科の教員はこの変革に対応すべく日々努力

を重ねております。奇しくも看護学科は令和8年に開設30周年という節目を迎えます。

この変革の時期に教授職を拝命する意義を鑑み、微力ながら与えられた職務を全うして

いく所存です。皆様におかれましてはご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
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　令和6年4月1日付けで、医学部看護学科高齢者看護学領域の教授を拝命いたしまし

た菅原峰子と申します。私は道産子でありますが、20年間北海道を離れ、新潟県、神

奈川県そして東京都に所在する大学で看護教育、看護研究に携わって参りました。この

度、ご縁があり旭川医科大学の看護学科で教授としての仕事を任せていただくことにな

りました。北海道、特に道北地域へ優秀な看護の人材を育成してきた大学での仕事です

ので、光栄であると同時に責任の重さを感じ、教育、研究に一層努力する決意を強めた

ところでございます。

　自己紹介もかねて、私の高齢者看護の研究テーマについて説明させていただこうと思

います。私は札幌市内にある短期大学の看護学科を卒業後、5年間、急性期治療を行う

病院で看護師として勤務いたしました。病棟看護師として一通りのことができるまでに

はなり、業務は大変ではありましたが、良い同僚や先輩に恵まれ、勤務をしておりまし

た。ただ、5年目くらいなりますと別の道を選択する看護師仲間がでてきます。私も自

分のキャリアデザインについて考えるようになり、まずは将来を考える素材と時間を作

るために四年制大学看護学部への編入を選択しました。この決断が私の人生の大きな分

岐点でした。このとき出会った、師、仲間、そして研究テーマが今に続いています。

　編入学の修業年限は2年です。その2年目には卒業研究の単位を取る必要がありまし

た。高齢者看護のゼミへ配属され、卒論のテーマを「入院高齢患者のせん妄」としまし

た。せん妄は急激に時間や場所がわからなくなったり、精神症状が出現するもので、高

齢者においては入院や手術を契機に発症することが多く、せん妄がおこったことをきっ

かけに自立度が低下することもあります。臨床経験を振り返った際、病院は「病気を治

療するところ」でありながら、高齢者では「病気は治った（または小康状態となった）が、

入院前よりも生活の自立度が下がる」という事例は少なくなかったことがきっかけです。

　せん妄をテーマに卒業研究をまとめる過程で、急性期における高齢者看護の課題を学

び、それを看護研究という形で取り組むことに興味が湧きました。卒業研究をきっかけ

に修士課程へ進学をしました。修士論文、そして、後に修得した博士（看護学）の学位

論文も高齢者のせん妄をテーマに執筆しております。修士課程修了後は、卒業研究の指

導をしてくださった先生に声をかけていただき、大学教員として、そして道外での生活

就任のご挨拶

看 護 学 講 座

　教  授　菅　原　峰　子
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の第一歩となりました。

　日本では平成12年に施行された介護保険法や、そのほか、高齢者が地域で暮らし続

けられるための施策が講じられてきています。特に平成20年代からは地域包括ケアシ

ステムを構築し、「住み慣れた場所で最期まで」の実現が目標となっています。私の研

究テーマは、一旦は治療のために住み慣れた場から治療の場へ移った高齢者が、また住

み慣れた場に戻ってもらうことに役立つものと考えています。

　本学看護学科の教育においては1 ～ 4学年に地域包括ケア論という科目がおかれて

います。初学者の頃から地域包括ケアを学ぶ学生さんと高齢者看護を考える機会が持て

ることをとても楽しみにしています。また、大学院においては、修士課程論文コースと

高度実践コースを担当いたします。どちらもこれまで前任の服部ユカリ教授が多くの修

了生を輩出なさっておられます。その功績を引き継げるよう、大学院教育にも力を注ぎ

たいと思います。そして、旭川市をはじめとする道北地域にお住まいの高齢の方々とそ

のご家族の暮らしに貢献できることを目指しております。この旭川医科大学医学部看護

学科の教授としての任務は、私にとって新たな、そして大きな挑戦です。高齢者看護学

領域の長としての役割や大学院教育など、未熟で至らぬ点もあるかと存じますが、何卒、

ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
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　このたび、2024年4月1日付で当学に赴任させていただきました野本博司と申しま

す。当講座の前身であります内科学第二講座（通称第二内科）は、1974年に初代教授　

石井兼央先生が開講され、1988年に第二代教授  牧野勲先生に、2003年に第三代教授　

羽田勝計先生に、2017年に第四代教授　太田嗣人先生へと引き継がれました。その後、

2020年から現在まで内科学講座の再編が行われ、この度ご縁をいただきまして私が内

科学講座内分泌・代謝・膠原病内科学分野の長として、第二内科としては第五代教授と

しての職を拝命いたしました。このように大変歴史のある講座をお任せいただくことは、

身に余る光栄でございます。

　私は北海道帯広市に生まれ幼少期を過ごし、函館ラ・サール高校へと進学いたしまし

た。当学の同窓の先生方には十勝にゆかりのある方々や同校ご出身の諸先輩が数多く在

籍しておられ、心強く感じております。高校卒業後は北海道大学医学部に進学いたしま

した。幼少期から鍵盤楽器・打楽器と音楽に触れて育ちましたが、大学では趣向をかえ

てマンドリンというイタリア発祥の弦楽器を主体とする全学の約80名程度のオーケス

トラに所属し、演奏とオーケストラの指揮者を生業とする、たいへん「学生らしい」大

学生生活を送っておりました。一方で講義には比較的真面目に出席しておりましたので、

試験前には私のノートのコピーが出回っていたようです。

　地域医療を担う基幹病院にて初期研修を行うなかで様々な疾患をもつ患者さんに触れ、

糖尿病・内分泌診療の面白さと奥深さに感化され母校である北大の旧第二内科に入局を

致しました。同講座は当時、私の専門領域以外にも、リウマチ・膠原病内科と腎臓内科・

血液内科も担っており、多種多様な疾患領域に触れる機会がございました。このような

基盤が現在のご縁に繋がっているのかもしれません。大学院では糖尿病膵β細胞の転写

因子に関わる基礎研究を中心に従事し、学位を取得しました。主には細胞株やげっ歯類

を用いた検討を行ってまいりましたが、ヒトとマウスで膵島の構造や性質が大きくこと

なることから、実際のヒト検体を用いた検討を希望し、米国UCLAに留学いたしました。

2年間という限られた期間ではありましたが大変貴重な経験であり、この頃の研究や生

活が現在にまで至る大きな人生の財産になっています。若い皆さんも、機会があればぜ

ひ貪欲にチャレンジ頂きたいと思います。

就任のご挨拶

内科学講座（内分泌・代謝・膠原病内科学分野）

　教  授　野　本　博　司
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　基礎研究に従事する一方で、病棟・外来業務を行いながら数多くの臨床研究にも携わ

らせていただきました。目の前の患者さんに対する臨床上の疑問点から出発して、結果

を日々の診療に還元できる臨床研究は、基礎研究とはまた違った楽しさ・奥深さがあり

ます。さらに細胞や実験動物を用いた研究は大学や研究機関でなければ困難ですが、臨

床研究は倫理的・医学的に正しい手順を踏むノウハウと臨床的な洞察力、そしてリサー

チマインドがあれば場所を問わずに行うことができます。臨床研究法の策定後に研究に

対するハードルが上がったことは事実でありますが、当教室は臨床を基盤とした教室で

ございますので、ぜひ「臨床研究といえば旭川医大の第二内科」と認知いただけるよう

努めて参ります。そして私たちが発信していく内容が、今後の診療エビデンスの一端を

担えることを目指したいと思います。

　これまでの研究や診療にご協力いただきました多くの諸先輩や同僚の方々、そして当

教室に赴任させていただくに際しご助力を頂きました本学の事務の皆様に、この場をお

借りして改めて御礼申し上げます。当学の内科学分野の再編により、診療領域の明確化

のみならず各講座の特色がより際立っていくと考えています。これまで当教室を支えて

下さってきた強力なスタッフ陣のお知恵と、新たに飛び込んできた若い先生方のフレッ

シュな力をお借りしながら、当学の内分泌・代謝・膠原病学の発展のために尽力させて

いただきたく存じます。皆様には今後とも変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。



令和6年5月31日第195号

― 25 ―

令和６年度 入学者ガイダンスを行いました

　令和6年4月5日（金）、8日（月）、9日（火）の3日間、令和6年度入学者ガイダンスを行い

ました。入学者ガイダンスでは、奥村利勝副学長からの開会挨拶の中で本学の学生として遵

守して欲しいこと、学習法及び修学上の注意点についてお話がありました。

　医学科ガイダンスでは、教育センターの野津司教授から医学科カリキュラムについて、新

入生へは医学科第1学年担当教員の高橋龍尚教授から編入生へは医学科第2学年担当教員の

三好暢博教授から学生生活について説明がありました。

　また看護学科ガイダンスでは、升田由美子看護学科長、藤井智子教授、山内まゆみ教授、

看護学科第1学年担当教員の濵田珠美教授から看護学科での『学び方』、保健師課程や助産師

課程の選択等について説明がありました。

　新入生達は、緊張した面持ちで各説明者のお話に集中して聞き入っていました。最初は緊

張気味でしたが、休憩時間などの交流を通じて、会の終わりには打ち解け合っている姿を見

ることができました。

入学者ガイダンスの様子
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日　時：令和6年3月8日（金）旭川医科大学看護学科D講義室

参加者：看護学科1 ～ 4学年37名、1年目保健師9名　計46名

　本セミナーは4年ぶりの対面開催とし、先輩後輩の交流を密に図ることができました。保健師

課程の学習や保健師の活動内容についてより理解が深まり、将来のキャリアを考える機会となり

ました。

　看護学科同窓会と看護職キャリア支援センターとの共催で専門職業人としてキャリアを考え

る機会として開催しています。以下、セミナーの様子をご報告いたします。

令和５年度 保健師セミナー 開催報告

 

午前の部：保健師の視点や技術を学ぶ～同期の仲間と励んだ濃い1年間
　第4学年保健師課程の学生から、保健師は「地域を看護する」という視点が特徴的で個別支援、

小集団への健康教育、地域ケア会議など看護の対象が個から集団、地域へと広がることが報告され

ました。技術の学習では、保健師役・住民役になりきってロールプレイを行い、実習で学びを深め

たこと、同じ道を目指す仲間と過ごす1年は多忙な中でとても充実していたとのことでした。就職

活動は、保健師を志望したきっかけを振り返り、どんな地域で働きたいか、自分が重視することを

よく考え就職先を決めるとよいとアドバイスもありました。交流会では自由に質問し、語り合い、

1年間の学習と就職までのプロセスをイメージ化する時間となりました。４年生から後

輩へ「この先、選択肢がたくさんあって迷うと思いますが、どんな道でも皆さんの選択

を応援します」というメッセージが送られました。

午後の部：十勝でともに働く1年目保健師体験談　講師  清水町＆帯広保健所
　自治体保健師には市町村と保健所で働く道があり、同期が同じエリアで働くこともあります。今

回は、十勝管内で働く１年目保健師の方２名にご発表いただきました。

　市町村と保健所の活動体制や役割は一部異なりますが、保健師として住民の方に寄り添い相談対

応することは共通しています。地区を受け持ち家庭訪問や健診などで住民の方に顔と名前を覚えて

もらう嬉しさ、心に残っている住民の方との関わり、保健師として地域ニーズをもとに事業の企画

を担当するなど活動の実際について、1年間を振り返りご紹介いただきました。また、少しずつ職

場に慣れ、プリセプターの先輩に相談しながら活動する現任教育の体制や、プライベート

の楽しみなどもリアルに語っていただきました。

　交流会では、9名の1年目保健師の方にグループに入っていただき、4月から働く4年生

の相談に対応したり、保健師のやりがいや難しさを語り合う時間となりました。

〇先輩・後輩の交流から未来へ・・・看護と保健師の学習の両立・優しくかっこいい
先輩への憧れ・リアル

　参加者の声として、アンケート結果を一部ご紹介します。

　1－3年生より：「保健師課程のリアルなお話を聞けて良かった。看護との両立は大変だが仲間と乗り

越える楽しさを教えていただき保健師を目指そうと思った」、「保健師という職業に憧れだけでなく、相

談や業務が舞い込んでくる中で働くことの大変さも知れた」、「もともと保健師志望でしたが、セミナー

に参加し、もっと本気で保健師になりたい気持ちになった」、「選考試験や就職活動など間近に迫った内

容を詳しく教えて頂けて、保健師を志望する意思がより一層固まった」、「先輩方が優しくかっこよく、

こんな保健師になりたいと感じた」、「今回対面でお話でき、連絡先を交換させて頂いたり密に繋がるこ

とができ参加して良かった」等々。

　4年生より：「後輩へ保健師課程の経験を伝えることで1年間の締めくくりができた」、「1年目保健師

の先輩の経験を聞き、4月からの新生活への不安が和らぎ、保健師として頑張ろうと改めて感じた」　

　交流を通して未来の選択につながるセミナーとなりました。ご参加ありがとうございました。
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保健師セミナーの様子

 

なつかしの学び舎「実習室」にて　1年目保健師＆4年生

4年生報告 「保健師課程の演習・実習・就職活動の実際～9期生～」

シンポジウム 「1年目保健師の体験」

交流会の様子

講評　看護職キャリア支援センター
　　　　地域看護職支援部門長

主催：看護学科 公衆衛生看護学領域
共催：看護職キャリア支援センター 地域看護職支援部門（現・地域看護職連携部門）
　　　旭川医科大学医学部看護学科同窓会
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2023年度後期「企画に対する学生評価」

　2023年度後期の「企画に対する学生評価」より、大学ホームページへ掲載することとい

たしました。評価結果及び評価に対するコメントは、以下のURLまたはQRコードよりご確

認ください。

①2023年度後期　科目全体の講義企画に対する学生評価

https://www.asahikawa-med.ac.jp/uploads/files/portal/campus/life/hyouka/2023_zentaihyouka.pdf

②2023年度後期　実習企画 （または演習企画） に対する学生評価

https://www.asahikawa-med.ac.jp/uploads/files/portal/campus/life/hyouka/2023_jissyuhyouka.pdf

③2023年度後期　臨地看護学実習企画に対する学生評価

https://www.asahikawa-med.ac.jp/uploads/files/portal/campus/life/hyouka/2023_kangohyouka.pdf
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区　　　　　分 大学及び病院名等
令和5年度卒業生

男 女 計

本院（旭川医科大学病院）

北海道大学病院

その他

　　　　　　　　　　　計

大学関係病院

その他

　　　　　　　　　　　計

進　 学

就　 職

0

13

1

43

57

4

25

29

86

8

94

0

11

0

13

24

3

10

13

37

2

39

0

24

1

56

81

7

35

42

123

10

133

上記以外の病院名

　令和6年3月25日（月）に本学を卒業した学生の進路状況は次のとおりです。

　なお、個人情報保護法関連法律等の関係で氏名は掲載しておりません。

卒業生の動向（医学科）

（学生支援課）

未　定　・　その他

合　　　　　　　計

道　　　内

道　　　外

　　　小　　　　　　　　　　　計

　　　小　　　　　　　　　　　計

道　  内：

道　  外：

JA北海道厚生連旭川厚生病院・JA北海道厚生連帯広厚生病院・JA北海道厚生連札幌厚生病院

KKR札幌医療センター・NTT東日本札幌病院・旭川医療センター・旭川赤十字病院・岩見沢市立病院

小樽市立病院・帯広協会病院・北見赤十字病院・勤医協中央病院・釧路赤十字病院

国立病院機構旭川医療センター・国立病院機構北海道医療センター・札幌徳洲会病院

札幌東徳洲会病院・市立旭川病院・市立釧路総合病院・市立稚内病院・砂川市立病院

製鉄記念室蘭病院・JCHO北海道病院・JCHO札幌北辰病院・斗南病院・留萌市立病院

自治医科大学附属病院・横浜市立大学附属病院・広島大学病院・日本大学医学部附属板橋病院

横浜市立大学附属市民総合医療センター・慶応義塾大学病院・新武雄病院・トヨタ記念病院

津田沼中央総合病院・公立福生病院・鶴岡市立荘内病院・社会医療法人愛仁会千船病院

千葉県立がんセンター・高槻病院・福井赤十字病院・南部徳洲会病院・友愛医療センター

神戸市立医療センター中央市民病院・医療法人社団成馨会千葉メディカルセンター・君津中央病院

富士宮市立病院・公立豊岡病院・奈良県西和医療センター・藤沢湘南台病院・柏厚生総合病院

宮崎県立延岡病院・牛久愛和総合病院・JA神奈川厚生連伊勢原協同病院・新小山市民病院

市立伊丹病院・水戸済生会総合病院・筑波メディカルセンター病院・一宮西病院・三重県立志摩病院

神戸掖済会病院・国立病院機構東京医療センター・日本赤十字和歌山医療センター

千葉県立青葉病院・さいたま市立病院・静岡市立静岡病院
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区　　　　　分 大学及び病院名等
令和5年度卒業生

男 女

本院（旭川医科大学病院）

北海道大学病院

札幌医科大学附属病院

その他

地方自治体

本院（旭川医科大学病院）

札幌医科大学附属病院

その他

　　　　　　　　　　　計

大学関係病院

その他

　　　　　　　　　　　計

進　 学

就　 職

未　定　・　その他

合　　　　　　　計

道　　　外

小　　　計

道

　
　
　
　内

道

　
　外

看 護 師

保 健 師

助 産 師

看 護 師

保 健 師

助 産 師

　　　小　　　　　　　　　　　計

0 

0 

0 

1 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

2 

1 

0 

0 

0 

1 

3 

0 

3 

1 

1 

28 

2 

6 

10 

6 

2 

1 

0 

55 

0 

1 

1 

0 

2 

57 

0 

58 

計

1 

1 

28 

3 

6 

11 

6 

2 

1 

0 

57 

1 

1 

1 

0 

3 

60 

0 

61 

上記以外の病院名および自治体名

　令和6年3月25日（月）に本学を卒業した学生の進路状況は次のとおりです。

　なお、個人情報保護法関連法律等の関係で氏名は掲載しておりません。

卒業生の動向（看護学科）

（学生支援課）

道　  内：

道　  外：

旭川市・東川町・上富良野町・佐呂間町・上士幌町・深川市・手稲渓仁会病院

KKR札幌医療センター・NTT東日本札幌病院・たかみや眼科・留萌市立病院・旭川高砂台病院

JA北海道厚生連旭川厚生病院

東京医科大学八王子医療センター・仙台厚生病院・千葉
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 令和６年度保健管理センター健康相談日

保健管理センター来所時には、保険証は

必要ありませんが、他医療機関を受診する場合には

必要となります。必ず用意しておきましょう。
体温計は、ありますか？ 

健康管理のために、

用意しておきましょう！！

主主なな相相談談内内容容  相相  談談  医医  定定期期相相談談日日  相相談談時時間間  

内科・外科 第 二 外 科  医師 石 川 成津矢 毎週 木曜日 

月～金 

昼休み  

内 科 

第 一 内 科  医師 蓑 島 暁 帆 毎週 月曜日 

第 二 内 科  医師 栗 垣 彩 華 毎週 水曜日 

第 三 内 科  医師 岡 田 哲 弘 毎週 火曜日 

＊精神神経科 精神神経科  医師 坂 内 聖 要予約 

＊皮 膚 科 皮 膚 科  医師 梅 影 香央里 要予約 

＊婦 人 科 産科婦人科  医師 横 浜 祐 子 要予約 

＊歯 科 歯科口腔外科 歯科医師 佐 藤 栄 晃 要予約

健康相談全般 保健管理センター長 北 野 陽 平 
原則として毎週金曜日昼休み 

緊急の場合にはそれ以外でも可 

（注）・＊印の付いている科の相談希望の場合は、事前に予約が必要です。 

・定期相談日等は、都合により変更することがあります。 

◎◎保保健健管管理理セセンンタターーのの開開所所時時間間・・連連絡絡先先  

平日 8：30～17：00（土・日・祝日は閉所） 

電話 0166-68-2768 

 メール hokekan.amu@asahikawa-med.ac.jp 

令令和和６６年年度度  保保健健管管理理セセンンタターー健健康康相相談談日日  
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旭川医科大学役員等紹介

　令和6年４月１日付けの役員等は、下記のとおりとなりましたのでお知らせします。

職　　　　名

学長

理事、副学長（財務、評価、医師の働き方改革担当）

理事、副学長（入試、教育、人事・組織担当）

理事（社会連携担当）（非常勤）

理事（地域医療担当）（非常勤）

副学長（研究担当）

副学長（医療、国際交流担当）

副学長（産学連携担当）

医学部医学科長

医学部看護学科長

大学院博士課程医学専攻長

大学院修士課程看護学専攻長

学長補佐（IR担当）

学長補佐（広報担当）

学長補佐（地域医療医育成担当）

図書館長

病院長

副病院長（外来・入退院担当）

副病院長（多職種連携担当）

副病院長（病院経営、医療機器担当）

副病院長（事故防止担当）

副病院長（安全問題、患者サービス、ボランティア担当）

病院長補佐（医療従事者教育担当）

病院長補佐（臨床研修担当）

病院長補佐（臨床倫理担当）

監事（業務）

監事（会計）

氏 　 　 名

西 川 祐 司

古 川 博 之

奥 村 利 勝

辻　　 泰 弘

佐 古 和 廣

川 辺 淳 一

東　　 信 良

藤 谷 幹 浩

奥 村 利 勝

升　田　由美子

川 辺 淳 一

藤 井 智 子

松 本 成 史

本 間　　 大

牧 野 雄 一

藤 谷 幹 浩

東　　 信 良

藤 谷 幹 浩

大 田 哲 生

本 間　　 大

松 本 成 史

井戸川　みどり

田 﨑 嘉 一

牧 野 雄 一

木 下　　 学

鈴 木 義 幸

桶　　 利 光
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教 員 の 異 動

令和6年3月31日

令和6年3月31日

令和6年3月31日

令和6年3月31日

令和6年3月31日

令和6年3月31日

令和6年3月31日

令和6年3月31日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和6年4月18日

令和6年4月30日

令和6年5月1日

定年退職

定年退職

定年退職

退 職

退 職

退 職

退 職

任期満了

昇 任

昇 任

昇 任

昇 任

昇 任

昇 任

昇 任

昇 任

採 用

採 用

採 用

採 用

配 置 換

配 置 換

配 置 換

昇 任

辞 職

昇 任

医学部皮膚科学講座　

医学部腎泌尿器外科学講座　

医学部生化学講座　

医学部看護学講座　

医学部内科学講座（消化器内科学分野）　

病院内科（血液）　

病院産科婦人科　

保健管理センター　

医学部生物学　

医学部看護学講座　

医学部生化学講座　

医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座　

病院臨床検査・輸血部　

医学部生化学講座　

医学部病理学講座（腫瘍病理分野）　

医学部内科学講座（消化器内科学分野）　

医学部看護学講座　

医学部内科学講座（内分泌・代謝・膠原病内科学分野）

医学部眼科学講座

病院内科（血液）　

医学部看護学講座　

病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科　

病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科　

医学部社会医学講座

医学部眼科学講座

医学部生物学

山 本 明 美

柿 崎 秀 宏

大 保 貴 嗣

及 川 賢 輔

岡 田 充 巧

進 藤 基 博

高 橋 知 昭

川　村　祐一郎

日下部　博　一

平　　 義 樹

矢 澤 隆 志

岸 部　　 幹

坂 本　　 央

中 島 恵 一

田 中 宏 樹

高 橋 賢 治

菅 原 峰 子

野 本 博 司

横 田 陽 匡

高　橋　秀一郎

原　口　眞紀子

大 原 賢 三

熊 井 琢 美

佐 藤 遊 洋

木ノ内　玲　子

日 野 敏 昭

教 授

教 授

准 教 授

教 授

講 師

講 師

講 師

特命教授

教 授

教 授

准 教 授

准 教 授

准 教 授

講 師

講 師

講 師

教 授

教 授

准 教 授

講 師

准 教 授

講 師

講 師

講 師

講 師

准 教 授


